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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 21,291 3.2 1,261 27.5 3,151 32.9 2,260 21.4

28年３月期第２四半期 20,630 8.2 989 51.1 2,372 44.4 1,862 33.8
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 993百万円( △9.9％) 28年３月期第２四半期 1,103百万円( △4.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 102.22 ―

28年３月期第２四半期 84.22 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 59,894 35,016 54.8

28年３月期 56,894 34,235 57.1
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 32,813百万円 28年３月期 32,510百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 6.00 ― 14.00 20.00

29年３月期 ― 10.00

29年３月期(予想) ― 18.00 28.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,700 8.9 2,800 △5.5 5,800 4.8 4,000 0.9 180.91
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 23,611,200株 28年３月期 23,611,200株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,500,639株 28年３月期 1,500,521株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 22,110,620株 28年３月期２Ｑ 22,110,857株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時
点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項
等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。

　※ 金額の表示単位の変更について
当社の四半期連結財務諸表に表示される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりましたが、第１
四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。

決算短信（宝印刷） 2016年11月08日 09時35分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



「参考」個別業績予想

平成29年３月期の個別業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,200 4.3 3,500 △3.9 3,000 12.6 135.18

(注) 個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済は引続き堅調さを維持しているものの、英国のＥＵ離

脱問題の影響、中国の経済成長率の減速傾向や新興国の経済情勢など、先行きへの不安材料が依然として残ってお

ります。国内経済につきましては、雇用指標の改善や原油価格の安定など好感の兆しがあるものの、日銀のマイナ

ス金利政策の効果や今後の経済対策の動向、円高傾向の懸念など、先行きは不透明な状況にあります。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間における売上高は、海外での需要が堅調に推移したことに加

えて連結子会社の増加により212億９千１百万円（前年同期比3.2％増）となりました。

損益面につきましては、売上増収に加えて生産性の向上、原材料価格の改善などの原価改善により営業利益は12

億６千１百万円（前年同期比27.5％増）、経常利益は米国関連会社における固定資産売却益９億６千万円を含む持

分法による投資利益19億９千８百万円を計上したことにより31億５千１百万円（前年同期比32.9％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は22億６千万円（前年同期比21.4％増）となりました。

セグメント別の業績の状況は次のとおりであります。

① 塗料関連事業

当セグメントの業績につきましては、国内需要の低迷、天候不順等の影響を受け、売上高及びセグメント利益

は前年同期を大きく下回りました。

品種別売上高につきましては、建築・構築物用塗料のうち、床用塗料は工場等の塗り替え需要減少で前年同期

比4.2％減少しました。一方、防水用塗料は新規顧客の確保、拡販等により前年同期比3.2％増加しました。また、

航空機用塗料は塗り替え需要増により前年同期比7.0％増加しました。

　工事関連売上の集合住宅大規模改修工事につきましては、受注工事物件減少や工事開始ずれ等により、前年同

期比44.6％と大きく減少しました。

この結果、当セグメントの売上高は66億３千９百万円（前年同期比15.3％減）、セグメント利益は２億２千４

百万円（前年同期比31.8％減）となりました。

② 自動車製品関連事業

当セグメントの業績につきましては、国内の乗用車生産台数が前年同期比で増加したこと、また海外での受注

増加に加えて子会社の増加により、売上高及びセグメント利益は前年同期を大きく上回りました。

品種別売上高につきましては、制振材は受注増加により前年同期比1.1％増加しました。吸・遮音材は、受注増

加と子会社増加により前年同期比26.9％増加となりました。一方、防錆塗料は国内での受注減少により前年同期

比1.1％減となりました。原材料輸出等のその他売上は、前年同期比8.4％増加しました。

この結果、当セグメントの売上高は146億４千５百万円（前年同期比14.5％増）、セグメント利益は10億３千２

百万円（前年同期比57.2％増）となりました。

③ その他

保険代理業の売上高は７百万円（前年同期比0.2％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ29億９千９百万円増加し、598億９千

４百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の増加４億８千７百万円、受取手形及び売掛金の減少９億４千

万円、流動資産その他の減少５億１千３百万円、有形固定資産の増加36億５千７百万円、無形固定資産の増加４億

８千４百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ22億１千８百万円増加し、248億７千７百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の減少４億９千４百万円、借入金の増加19億７千５百万円、未払法人税等の減少２億７千６百

万円、流動負債のその他の増加４億５千２百万円によるものです。
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純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億８千１百万円増加し、350億１千６百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の増加16億９百万円、その他有価証券評価差額金の増加１億４千２百万円、為替換算調整勘定の減

少14億９千６百万円、非支配株主持分の増加４億７千７百万円によるものです。自己資本比率は2.3％減少し54.8％

となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

５億７千１百万円増加し、66億４千４百万円となりました。

営業活動による資金は、24億６千２百万円の収入（前年同期比12億２千３百万円の増加）となりました。この主

な要因は、税金等調整前四半期純利益31億７千１百万円に対して、減価償却費10億３百万円、持分法による投資損

益△19億９千８百万円、利息及び配当金の受取額13億５千５百万円、法人税等の支払額６億３千６百万円によるも

のです。

投資活動による資金は、33億２千９百万円の支出（前年同期比15億４千５百万円の増加）となりました。この主

な要因は、有形及び無形固定資産の取得による支出34億８千９百万円によるものです。

財務活動による資金は、９億９千２百万円の収入（前年同期比11億２千２百万円の増加）となりました。この主

な要因は、長期借入による収入18億９百万円、長期借入金の返済による支出８億１千万円、配当金の支払額３億７

百万円、非支配株主からの払込みによる収入３億６千万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期通期の連結業績予想につきましては、売上高は概ね前回予想通りを見込んでいるものの、利益面

では、生産性の向上、原材料価格の改善などの原価改善により、営業利益、経常利益は前回予想を上回る見込みと

なりました。

なお、この業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の根拠に基づいており、

実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　

　 〔通期の連結業績予想〕

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 47,700 2,100 5,300 4,000 180.91

今回修正予想 (Ｂ) 47,700 2,800 5,800 4,000 180.91

増減額 (Ｂ－Ａ) 0 700 500 0 －

増減率 (％) 0.0 33.3 9.4 0.0 －

(ご参考)前期実績
(平成28年3月期)

43,812 2,961 5,533 3,966 179.37
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,184 6,672

受取手形及び売掛金 13,168 12,228

商品及び製品 1,337 1,469

仕掛品 418 436

原材料及び貯蔵品 931 1,014

繰延税金資産 425 465

その他 1,050 536

貸倒引当金 △89 △89

流動資産合計 23,427 22,734

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,877 4,653

機械装置及び運搬具（純額） 3,197 4,269

土地 3,561 4,292

建設仮勘定 1,715 2,416

その他（純額） 1,443 1,820

有形固定資産合計 13,795 17,452

無形固定資産

その他 470 955

無形固定資産合計 470 955

投資その他の資産

投資有価証券 17,275 16,786

長期貸付金 261 236

繰延税金資産 38 63

その他 1,646 1,686

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 19,201 18,752

固定資産合計 33,467 37,159

資産合計 56,894 59,894
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,057 8,563

短期借入金 1,960 2,412

リース債務 62 83

未払法人税等 654 377

役員賞与引当金 61 -

その他 3,646 4,099

流動負債合計 15,444 15,536

固定負債

長期借入金 2,249 3,773

リース債務 152 291

退職給付に係る負債 4,408 4,399

繰延税金負債 363 837

その他 42 40

固定負債合計 7,215 9,341

負債合計 22,659 24,877

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 4,362 4,362

利益剰余金 18,947 20,557

自己株式 △496 △496

株主資本合計 27,567 29,176

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,220 4,363

為替換算調整勘定 1,061 △434

退職給付に係る調整累計額 △339 △292

その他の包括利益累計額合計 4,942 3,636

非支配株主持分 1,725 2,202

純資産合計 34,235 35,016

負債純資産合計 56,894 59,894
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 20,630 21,291

売上原価 16,162 16,169

売上総利益 4,467 5,122

販売費及び一般管理費 3,478 3,861

営業利益 989 1,261

営業外収益

受取配当金 78 112

持分法による投資利益 1,345 1,998

その他 59 82

営業外収益合計 1,484 2,193

営業外費用

支払利息 34 42

為替差損 52 243

その他 14 17

営業外費用合計 101 302

経常利益 2,372 3,151

特別利益

固定資産売却益 15 -

受取保険金 2 0

投資有価証券売却益 - 88

特別利益合計 18 88

特別損失

固定資産処分損 18 68

減損損失 89 -

貸倒引当金繰入額 82 -

投資有価証券評価損 - 0

特別損失合計 190 68

税金等調整前四半期純利益 2,200 3,171

法人税等 260 652

四半期純利益 1,939 2,519

非支配株主に帰属する四半期純利益 77 258

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,862 2,260
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,939 2,519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △967 142

為替換算調整勘定 51 △445

退職給付に係る調整額 3 47

持分法適用会社に対する持分相当額 76 △1,269

その他の包括利益合計 △836 △1,525

四半期包括利益 1,103 993

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,001 954

非支配株主に係る四半期包括利益 102 39
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,200 3,171

減価償却費 832 1,003

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △39 30

受取利息及び受取配当金 △98 △130

支払利息 34 42

持分法による投資損益（△は益） △1,345 △1,998

固定資産売却損益（△は益） △15 -

固定資産処分損益（△は益） 18 68

減損損失 89 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 0

投資有価証券売却損益（△は益） - △88

受取保険金 △2 △0

売上債権の増減額（△は増加） △363 974

たな卸資産の増減額（△は増加） 121 △112

仕入債務の増減額（△は減少） △275 △612

その他 △211 △564

小計 943 1,783

利息及び配当金の受取額 514 1,355

利息の支払額 △30 △39

保険金の受取額 2 0

法人税等の支払額 △190 △636

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,239 2,462

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △19 △8

定期預金の払戻による収入 24 91

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,672 △3,489

有形及び無形固定資産の売却による収入 17 -

投資有価証券の取得による支出 △6 △6

投資有価証券の売却による収入 - 121

貸付けによる支出 △146 -

貸付金の回収による収入 25 1

その他 △6 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,783 △3,329

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 399 59

長期借入れによる収入 221 1,809

長期借入金の返済による支出 △643 △810

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △181 △307

非支配株主への配当金の支払額 △17 △58

非支配株主からの払込みによる収入 115 360

その他 △23 △59

財務活動によるキャッシュ・フロー △129 992

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △663 148

現金及び現金同等物の期首残高 4,617 6,073

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 422

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,954 6,644
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

塗料関連
自動車

製品関連
計

売上高

外部顧客への売上高 7,837 12,785 20,623 7 20,630 ― 20,630

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 ― 1 ― 1 △1 ―

計 7,839 12,785 20,624 7 20,632 △1 20,630

セグメント利益 329 656 986 3 989 ― 989

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。
　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失）

塗料関連事業及び自動車製品関連事業セグメントにおいて、遊休状態にあり、将来の用途が定まっていない資産

について、回収可能価額が帳簿価額を下回ったことから減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては塗料関連事業で44百万円、自動車製品関

連事業で44百万円であります。

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

塗料関連
自動車

製品関連
計

売上高

外部顧客への売上高 6,639 14,645 21,284 7 21,291 ― 21,291

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 ― 1 ― 1 △1 ―

計 6,641 14,645 21,286 7 21,293 △1 21,291

セグメント利益 224 1,032 1,257 3 1,261 ― 1,261

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。
　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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